岩手県

こころのケアボランティア現地活動マニュアル

　現在、各地のボランティアセンターで、こころのケア活動にあたる専門職（精神科医、臨床心理士、精神保健福祉士、保健師など）ではない「こころのケア」のボランティアの方々、あるいは専門職であっても県の依頼ではなく、個別に直接ボランティア登録されている方々がいらっしゃいます。その善意の活動によって被災住民の方々が癒されることとは思いますが、対応によっては、被災者の症状を悪化させる場合もあります。そのような問題を防ぐためにも、以下の点に注意し、活動いただくようお願いします。

	１．活動の前に
	・事前に現地ボランティア窓口でボランティア登録を行ってください。

・各ボランティア団体代表者に本部より、情報提供を図りますので、その情報を踏まえたうえ、活動計画を立ててください。活動計画通りに進まなかったり、現地でより効果的な方法が見つかった場合は、本部に相談してください。



	２．活動場所について
	・実際の活動場所は、本部より指示を受けた場所になります。

・活動は常に複数で行ってください。単独行動は避けること。

・場合によっては、活動計画メニュー通りに進まないこともあります。


	３．被災者と接する場合に
	・被災者に災害時の様子などを無理に話させることは避けてください。

　⇒　被災者が話したい話題を聞いていただくことで、被災者のこころが和らぐ場合が多いのですが、逆に、話したくない話題を話させることは、災害時の恐怖・不安感が高まる恐れがあります。

・被災者の方々は、こちらが善意であっても自分の意にそぐわない支援は断ることができるということを念頭に入れて活動にあたってください。

・ボランティアの方は、持参した医薬品、食料品などを被災者に渡さないようにしてください。医薬品については、県から派遣されたこころのケアチームまたは医療チームが持参します。
・緊急対応が必要な場合は、必ず現地スタッフに相談し、現地スタッフの指示に従い行動してください。また、不安で夜、眠れない、食欲がない、気持ちの落ち込みが激しいなどの症状がある人については、「こころのケアチーム」などの専門家に委ねること。（ボランティアだけで対応しない。）

	４．活動終了　　　　　
	・活動を終えたら、仲間同士でミーティングを開き、ボランティア活動報告書に活動内容をまとめてください。活動報告書は速やかに、本部に提出してください。

・活動後は、自身の健康に注意し、休養をとってください。


【留意事項】

こころのケアボランティア問い合わせ窓口（本部への連絡先を控えておくこと。）
	（事務所名）

	　　　　　　　　　　　　☎　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ




こころのケアボランティア問い合わせ窓口

　　こころのケアチーム　事務局　様

ボランティア活動報告

	活動団体名
	

	活動先
	

	活動日
	月　　　日（　　　　日目）
	活動時間
	：　　～　　：

	参加者
	

	　活動内容



	

	

	　活動場所での出来事・対象者からの要望、そのときの対応等



	

	

	

	

	

	

	

	　問題点・反省点

	

	

	

	

	

	


　

上記のとおり報告します。

　　所属　　　　　　　　　　　　　職氏名　　　　　　　　　　　　　☎　　　　　　　　　　　

　　　　　引用：「災害時こころのケアハンドブック」（北海道立精神保健福祉センター編）
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